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当
会
は
平
成
十
八
年
十
月
に
設
立
総
会
を
開
催
、
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
の
十
月
で
三
年

目
を
無
事
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
会
員
数
も
今
年
十
月
末
現
在
八
十
九
名
と
発
足
時
の
約

倍
に
迄
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
組
織
の
拡
大
と
充
実
を
図
る
べ
く
、
加
入
さ
れ
て
い
る

会
員
の
皆
様
に
会
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
様
、
役
員
一
同
も
知
恵
を
絞
っ

て
企
画
作
り
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
号
で
は
新
年
度
に
向
け
て
策
定
中
の

会
独
自
企
画
案
の
一
部
を
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

●

第
三
回
総
会
開
催

平

成

二
十

一

年
一

月

二
十

五

日

（

日
）

に

第
三

回

総

会
を

戦

災
復

興

記
念

館

の
四

階

研

修
室

に

て
開

催

す
べ

く

準
備

を

進

め
て

お

り
ま

す

が
、

お

忙
し

い

中

折
角

会

員
の

皆

様

に

お

集

ま

り

頂

き

ま

す

の

で

、
総

会

前
に

セ

ミ

ナ
ー

の

企
画

を

進

め

て

お

り

ま

す

。

講

師

に

は

、
昨

年

四
月

の

セ

ミ
ナ

ー

で
ご

好

評
を

頂

き
ま

し

た

椎
名

亮

介
顧

問

に

「

美

し

い

風

景

写

真

を

撮

る

」
と

言

う
テ

ー

マ

で
ス

ラ

イ
ド

＆

ト
ー

ク

を
お

願

い

致
し

て

お
り

ま

す
。

。

是
非

ご

期

待
下

さ

い
。

な
お

、

椎
名

亮

介

顧
問

に

は
十

二

月
五

日

（
金

）

〜

十
日

（

水
）

迄

富
士

フ

ォ
ト

サ

ロ

ン
仙

台

に
て

日
本
最
古
の
公
園
「
南
湖
」

四
季
の
風
景
の

テ

ー

マ

で

写

真

展

を
開

催

さ
れ

ま

す

。
シ

ャ

ー
プ

で

美
し

い

写
真

ば

か

り
で

す

。
是

非

、
お

出

掛

け

下
さ

い

。

●

第
一
回
撮
影
実
習
開
催

来

年

五

月

の

新

緑
時

期

に

仙

台

市

内
の

東

北
大

植

物

園
・

博

物
館

周

辺
に

て

午
前

中

に

撮
影

会

を
実

施

、
昼

食

時
に

現

像

を
お

こ

な
っ

て

、
午

後

、
戦

災

復

興
記

念

館
に

て

出
来

上

が
っ

た

作

品
の

講

評
と

技

術
指

導

を
受

け

ら

れ
る

企

画
を

考

え
て

お
り

ま

す

●

第
二
回
写
真
展
開
催

第

一

回

写

真
展

は

平

成

十
九

年
十

一

月

三

十
日

〜

十

二

月
五

日
迄

開

催

し

、
多

く

の

お

客
様

に
ご

覧

頂

き

ま
し

た

。

現

在
第

二
回

の

写

真

展
開

催

を

考

え
て

お
り

、

時

期

に
つ

い

て

は

富
士

フ
ォ

ト

サ

ロ

ン
仙

台

に

打

診
中

で
す

。

会

員

数
が

多

い

の

で
二

週
間

連

続

で

借
り

る

こ

と

が
出

来
る

か

ど

う

か
、

東

京

に

い
る

担
当

の

方

に

直
接

問

い

合

わ
せ

致
し

て
お

り

ま
す

。

今

回

は

全

会
員

の

出

展

を
実

現

し

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す
。

そ

れ

に

は
是

非

と

も

二
週

連
続

の

会

場

確
保

が

必

要

で
、

メ
デ

ィ

ア

テ

ー
ク

の

借

用

も
考

え
た

の

で

す

が
、

必

要

な

ス
ペ

ー
ス

を

確

保

す
る

と

借

用

料
が

高
額

に

な

り

、
現

状

で

は

少
々

無
理

と

考

え

、
富

士

フ

ォ

ト
サ

ロ
ン

仙

台

の

借
用

に

集

中

し
て

お
り

ま

す

。

な
お

、

宮

城

県
以

外
の

会

員

も

増
え

て

お

り

ま
す

の
で

、

今

後

は
他

県

で

の

開
催

も
考

え

て

行

き
た

い

と

思

っ
て

い
ま

す

。

宮

城
県

以

外

の

会
員

の
皆

様

か

ら

、
借

用

で

き

る
会

場
の

情

報

等

あ
り

ま

し

た

ら
、

是
非

事

務

局

か
写

真

展

担

当
役

員
の

進

藤

又

は
藤

枝

迄

ご

連
絡

を
頂

け
ま

し

た
ら

幸
い

で

す
。

●

撮
影
ツ
ア
ー
企
画

十

月

二

十

〜
二

十

一

日

の
予

定
で

庄

内

撮

影
ツ

ア

ー

を

撮
影

会
担

当

幹

事

を
中

心

に

企

画
い

た
し

ま

し

た

が
、

参

加

者

が
催

行
人

数

に

達

し
な

か

っ

た

為
止

む
無

く

中

止

し
ま

し

た

。

申
し

込
み

を

さ

れ

ま
し

た

会

員

の
方

に
は

ご

期

待

に
沿

え

ず

ご

迷
惑

を
掛

け

、

お

詫
び

申

し

上

げ
ま

す
。

今

後

の

計
画

立

案

上

で
の

反
省

点

と

し

て
は

、

◎

早

め
の

企
画

◎

ハ

イ

シ
ー

ズ

ン

を

避
け

る
◎

告

知

方

法
の

工

夫

◎

参
加

申
込

受

付

方

法
の

工

夫

◎

他
の

ク
ラ

ブ

等

の

情
報

を

集

め

、
企

画
や

開

催

時

期
が

重

な

ら

な
い

よ
う

な

工

夫

等
、

色

々

出

て
ま

い
り

ま

し

た

。
多

く

の

会

員
に

参
加

頂

け

る

様
今

後

の

企

画
作

り
に

生
か
し
て
参
り
ま
す
。

●

組
織
と
会
員
の
拡
大

現

在

の
会

員

数

は
八

十

九

名

で
す

が

、

当

面
百

名

を

目

標
と

し
て

県

内

外

に
会

員

募

集

を
進

め

、
今
後
と
も
企
画
及

び

活

動
の

充

実

を

図
っ

て

、

体

制
固

め
を

優

先

し

、
そ

の

上

で

東
北

各
県

へ

の

会

員
・

組

織

の

拡
大

を
進

め
る

予

定
で

お
り

ま

す

。

顧
問
・
竹
内

正

日
本
の
原
風
景

雪
の
合
掌
造
り
集
落
と
「こ
き
り
こ
」

飛
騨
高
山
撮
影
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

今
回
の
撮
影
ツ
ア
ー
の
目

玉
は
、
雪
に
埋
も
れ
た
合
掌

造
り
集
落
と
竹
の
板
を
束
ね

て
半

円
形

に
作

っ
た

楽
器

「
さ
さ
ら
」
を
打
ち
鳴
ら
し

日
本
最
古
の
民
謡
と
言
わ
れ

て
い
る
「
こ
き
り
こ
節
」
を

踊
る
村
人
達
、
そ
れ
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
飛
騨
高
山

の
街
並
み
の
撮
影
で
す
。
五

箇
山
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

ま
す
と
「
相
倉
地
区
の
平
年

積
雪
量
は
二
メ
ー
ト
ル
で
、

当
会
協
賛
、
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
主
催
、
竹
内
正
顧

問
、
鈴
木
登
会
長
が
同
行
講

師
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

撮
影
ツ
ア
ー
の
第
十
七
回
企

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

行
先
は
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
有
名
な
白
川
郷
合
掌
造
り

集
落
の
五
箇
山
・
相
倉
、
菅

沼
、
白
川
郷
と

飛
騨
高
山

日
程
は
来
年
二
月
二
十
四
日

（
水
）
〜
二
十
六
日
（
金
）

の
二
泊
三
日

冬
は
長

く
降
雪
日
数

も
多

い
。
」

と
書
い
て
あ

り
ま

す
。
ど

う
せ
撮
影
に

行
く

な
ら
屋

根
に
雪
の
多

い
事

を
期
待

し
た
い
で
す

ね
。

但
し
大

雪
で
動
け
な

く
な

る
様
で
は
困
り
ま
す
が
？

こ
の

ツ
ア
ー
で
の

楽
し

み
は
撮

影
の
他
、
夕

食
と

そ
の
後

の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

に
あ
り

ま
す
。
以
前

実
施

し
た
白

川
郷
・
五
箇

山
の

合
掌
造

り
集
落
撮
影

ツ
ア

ー
で
は

、
五
箇
山
・

相
倉

の
民
宿

に
男
性
陣
と

女
性

陣
が
別

々
に
宿
泊
、

民
宿

初
日

の

出

に

限

ら
ず

、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク
な

日

の

出

に

は

感

動

さ
せ

ら

れ
ま

す
。

冬

の

日

の
出

が

美

し

い

の

は

、

太

陽

が

低
く

昇

っ

て

行

く

か

ら

で

す

。

し
た

が

っ

て

東

日

本

の

太

平

洋

の

日
の

出

は

12

月

か

ら

１

月

が

最
も

撮

影

に

適

し

て

い

る

と

言

え
ま

す

。

ち

な

み

に

日

本

海

の

夕
日

は

高

い

位

置

か

ら

沈

む

時

期
が

最

も

美

し

く

な

り

ま

す

の

で

5
月

中

旬

か

ら

6

月

中

旬

ご

ろ
が

撮

影

に

適

し

て

い

ま
す

。

撮
影
ま
で
の
注
意
事
項

１

：

日
の

出

の

時

間

、

位

置

を

事

前

に
「

サ

ン

ス

ケ

ー

ル

」

等

で

調

べ
て

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

考

え

て

撮
影

場

所

を

確

認

し

て

お
く

。

２

：

撮

影

時

間

の

30
分

前

に

は

現

地

に

到

着

し
て

準

備

を

す

る
。３

：

冬

の

朝

は
気

温

が

下

が

る

為

、

カ

メ

ラ

、
レ

ン

ズ

の

ト

ラ

ブ

ル

が

多

発

す
る

の

で

白

金

カ

イ

ロ

を

使

用

し
て

寒

さ

対

策

を

行

う

（

ホ

ッ

カ

イ

ロ

は

不

可
）４

：

三

脚

に

は
撮

影

直

前

に

カ
メ

ラ

を
セ

ッ
ト

す
る

。

撮
影
時
の
注
意
事
項

１

：

太

陽

だ

け
で

は

単

調

に

な

る

の

で

雲

、

島
、

波

、

舟

等

を
効

果

的
に

配
す

る
。

２

：

朝

焼

け

は
天

候

の

崩

れ

る

前

日

が

最

も

ダ
イ

ナ

ミ

ッ

ク

に

焼

け

る

の

で

現
地

の

天

気

を

ス
ポ

ッ

ト
予

報
で

確
認

す

る
。

３

：

ガ

ス

（

霧
）

の

活

用

。

11

月

下

旬
頃

の

朝

、

急
に

気

温

の

下

が

っ
た

時

は

ガ

ス
が

発

生

し

易

い
。

４

：

鳥
等

、

動

く

被
写

体

と

組

み

合

わ
せ

る

場

合

、
望

遠

レ

ン

ズ

（

３
０

０

ｍ

ｍ

以
上

）

を

使

用

し

て
、

遠

方

で

捕
ら

え

て

ブ

レ

と
深

度
外

れ

を
防

ぐ
。

５
：
太
陽

が

肉
眼

で

見
て

眩

し

い

時
は

ゴ
ー

ス

ト
に

注
意

。

露
出
と
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

１

：

太
陽

を

ダ

イ

ナ
ミ

ッ

ク

に

表

現

す
る

に

は

、

補
正

を

多

め

に

、

（
マ

イ

ナ

ス

１
．

０

〜

マ

イ

ナ

ス
１

．

５

）

周
囲

の

風

景

と

組

み

合

わ

せ

る

場

合

は

（

マ

イ

ナ
ス

０

．

５

〜
マ

イ

ナ

ス

１

．
０

）
目

安

に
。

２

：

太
陽

を

大

き

く
見

せ

る

方

法

。

同
じ

焦

点

距

離
の

レ

ン

ズ
で

も

立

て

構
図

の

方

が

横

幅

が

短
い

た
め

大
き

く

見
え

る
。

３

：

眺

望

遠
レ

ン

ズ

が

な

く

て

も
ト

リ

ミ

ン

グ
を

想

定

し

て

撮

影

す
れ

ば

太

陽

は
大

き

く

撮

れ

る

。

Ａ
Ｐ

Ｓ

・

Ｃ

サ
イ

ズ

を

想

定

し

た

場
合

３

０

０

ｍ
ｍ

が

４

５

０

ｍ

ｍ

に
な

る
。

取

り

あ

え

ず
思

い

つ

い

た

事

項

を
記

し

ま

し

た
。

詳

細

は

撮

影

に

同
行

す

る

機

会
に

ア

ド

バ

イ

ス

致

し
ま

す

の
で
、
遠
慮
な
く
ド
シ

ド
シ
お
尋
ね
下
さ
い
。

★
鈴
木
登
会
長
が
河
北
新
報
の

十
一
月
十
六
日
（
日
曜
版
）
に

「
写
真
の
旅
人
・
鈴
木
登
さ
ん

に
聞
く

」
心
に
残
る
風
景
を
撮

る
た
め
に
と
言
う
タ
イ
ト
ル
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
写
真
入

で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｔ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
も
「
Ｎ
Ｏ
Ｗ

も
現
役
大
人
の
ラ
ジ
オ
」
と
言

う
番
組
で
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

出
演
致
し
ま
し
た
。
記
事
の
コ

ピ
ー
と
録
音
テ
ー
プ
は
鈴
木
会

長
の
お
手
元
に
有
り
ま
す
。

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
入
選
者

宮
城
県
展

宮

城
県
写
真
連
盟

賞

山
本
か
つ
い
「
休
日
」

Ｎ

Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送

局
長
賞

佐
々
木
か
よ
「

夜
明

け
の

詩

Ⅱ
」

河
北
写
真
展

東

北
放
送
賞

五
十
嵐
哲
夫
「
仏
塔
と
星
空
」

オ

リ
ン
パ
ス
賞

北
村
幸
一
「
曙
光
」

旅
写
真

第

一
回
読
者
１
０

傑

渡
邊
善
夫

２
点
選
出

「
寒
い
朝
」
「
し
ば
れ
る
朝
」

上

位
入
選
お
め
で

と
う
御
座
い
ま

す

●

新
年
度
年
会
費
納
入
お
願
い

平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
新
年

度
に
入
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
年
会
費
（
三
千
円
）
の
納
入

を
左
記
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
振
込
先
）

七

十

七
銀

行

旭

ヶ
丘

支
店

普

通

２
８

０
ー

５
２

７
２
５

９
９

東

北

風
景

写
真

家

協
会

ゆ

う

ち
ょ

銀
行

１

８
１

９
０-

１

４
３
８

８
８

８
１

ト

ウ

ホ

ク
フ

ウ

ケ

イ
シ

ャ

シ

ン
カ

キ

ョ

ウ
カ

イ

ガス（霧）の活用ゴーストに注意雲・島等の活用鳥等との組合せ

新
年
度
に
向
け
て
企
画
案
策
定
中

東
北
風
景
写
真
家
協
会
事
務
局
よ
り

冬の日の出を撮る・作例・竹内顧問

参
加
費
用
は
一
人
・
四
万

九
千
八
百
円
、
募
集
人
員
は

三
十
名
で
す
。
「
白
川
郷
・

五
箇
山
合
掌
造
り
集
落
」
は

平
成
七
年
十
二
月
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
れ

迄
年
間
六
十
万
人
だ
っ
た
観

光
客
が
昨
年
は
百
五
十
万
人

を
突
破
し
た
そ
う
で
す
。
交

通
網
も
良
く
な
っ
て
お
り
、

観
光
客
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
行
く
な
ら
今
の
内
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
ら
の
サ
ー

ビ
ス
で
大
き

な
器
に
岩
魚

の
ひ
れ
酒
が

振
舞
わ
れ
、

参
加
し
た
全

員
で
回
し
飲

み
を
し
て
大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た
。
撮
影
し

た
作
品
と
共

に
と
て
も
良

い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た

。
食
後
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
竹
内
顧

問
や
鈴
木
会

長
か
ら
撮
影

に
関
す
る
技

術
的
な
事
柄

や
カ
メ
ラ
の

メ
カ
に
関
す

る
お
話
を
頂

き
、
写
真
談

義
に
花
が
咲

い
て
色
々
な

経
験
談
、
失

敗
談
等
で
親

交
を
深
め
て
い
ま
す
。



み
ん
な
が
一
度
は
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
「
裏
磐
梯
」
、

一
度
は
撮
影
に
行
っ
て
み
た

い
「
裏
磐
梯
」
。
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
も
終
り
、
一
面
雪
景
色

の
銀
世
界
に
突
入
す
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
表

情
を
見
せ
て
く
れ
る
「
裏
磐

梯
」
の
一
つ
で
、
コ
ン
テ
ス

ト
入
選
の
多
い
「
秋
元
湖
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

仙
台
か
ら
は
約
二
時
間
の

道
の
り
で
す
が
、
冬
道
で
す

の
で
前
泊
し
て
早
朝
の
湖
へ

と
向
か
い
ま
す
。
秋
元
湖
」

は
堰
止
湖
で
「
小
野
川
湖
」

「
桧
原
湖
」
と
と
も
に
裏
磐

梯
三
湖
を
形
成
し
、
点
在
す

る
島
々
を
入
れ
て
撮
影
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
堤
防
を

右
回
り
に
進
ん
で
行
く
と
ち

ょ
う
ど
朝
日
が
正
面
か
ら
昇

り
、
奥
に
あ
る
二
つ
の
島
を

入
れ
て
撮
影
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
前
日
晴
れ
て
気
温

が
下
が
れ
ば
朝
靄
で
幻
想
的

な
夜
明
け
に
な
り
、
島
々
が

徐
々
に
姿
を
現
し
ま
す
。
ま

た
雲
が
多
い
日
は
朝
日
が
そ

の
雲
に
反
射
し
、
様
々
な
表

情
の
「
朝
焼
け
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
、
そ
の
瞬

間
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
集
中

し
て
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

日
増
し
に
湖
の
氷
も
厚
く

な
り
、
雪
が
積
も
っ
て
く
る

と
湖
面
は
ピ
ン
ク
に
染
ま
る

時
が
あ
り
ま
す
。
全
景
を
広

角
で
、
ま
た
一
部
を
望
遠
で

切
り
撮
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
草
木
に
も
霜
が
降
り
、

枯
れ
朽
ち
た
木
の
実
、
木
の

葉
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
絵
に

な
り
ま
す
。

「
裏
磐
梯
」
・
・
・
曾
原

湖
の
靄
、
曲
沢
沼
の
欧
州
の

様
な
景
色
、
道
筋
の
林
や
そ

の
影
、
小
野
川
湖
の
雪
景
、

細
野
界
隈
の
朝
日
、
何
十
回

と
な
く
足
を
運
ん
で
も
撮
影

し
き
れ
な
い
、
ま
さ
に
「
宝

の
山
」
、
新
し
い
発
見
を
求

め
て
撮
影
に
出
掛
け
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
菊
田
菊
夫
）

キ
ャ
ノ
ン
の
ズ
ー
ム
レ
ン

ズ
Ｅ
Ｆ
28-

70

ｍ
ｍ
が
折

れ
た
の
は
、
月
山
登
頂
後
の

下
山
途
中
の
こ
と
で
し
た
。

カ
メ
ラ
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ

て
、
ご
ろ
ご
ろ
し
た
岩
を
飛

び
跳
ね
な
が
ら
下
っ
て
い
た

と
き
、
足
を
踏
み
外
し
て
し

ま
い
、
ア
ッ
と
思
っ
た
瞬

間
、
体
が
宙
に
舞
い
岩
の
間

に
た
た
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
気
が
つ
く
と
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
は
、
離
れ
た

と
こ
ろ
に
転
が
り
、
あ
た
り

に
は
小
さ
な
部
品
が
散
乱
し

て
い
ま
す
。
折
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
思
い
と
は
う
ら

は
ら
に
足
が
届
か
な
か
っ
た

の
は
、
筋
力
は
年
相
応
だ
っ

た
の
で
し
た
。

こ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
腕

や
足
に
大
き
な
掠
り
傷
や
そ

ち
こ
ち
に
打
撲
の
痛
み
は
あ

っ
た
も
の
の
、
骨
折
は
無
か

っ
た
の
で
自
力
で
下
山
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
骨
折

し
な
か
っ
た
の
は
レ
ン
ズ
が

見
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た

お
陰
の
よ
う
に
思
え
て
、
折

れ
た
レ
ン
ズ
は
“
身
代
わ
り

レ
ン
ズ
”
と
し
て
大
切
に
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
入
れ
て
保
存
し

て
い
ま
す
。

（
幸
野
収
三
）
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「
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
」
パ
チ

リ
！
「
一
た
す
一
は
、

二
」
パ
チ
リ
！
な
ど
、
色

々
有
り
ま
す
が
、
他
の
国

で
は
、
ど
ん
な
か
け
声
が

有
る
か
調
べ
て
み
た
。

お
隣
り
韓
国
・
・
・

「
キ
ム
チ
」
・
・
よ
く
考

え
る
と
「
ズ
」
よ
り
「

チ
」
の
方
が
笑
っ
た
顔
に

な
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

・
「
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
「
キ
ウ

イ
」
、
メ
キ
シ
コ
・
・

「
テ
キ
ー
ラ
」
、
ド
イ
ツ

・
・
「
ビ
ア
ー
」
。
ど
こ

の
国
で
も
、
写
真
を
撮
る

時
は
楽
し
い
場
面
が
多
い

証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ジ
カ
メ
で
「
笑
顔
」

を
感
知
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
切
れ
る
機
能
が
あ
る

事
、
知
っ
て
い
ま
す
？

「
笑
顔
認
識
機
能
」
と
い

そ
う
で
す
が
。
こ
れ
だ

と
、
ど
こ
か
に
カ
メ
ラ
を

置
い
て
、
ニ
コ
ッ
！
と
す

る
だ
け
で
、
写
真
が
撮
れ

ち
ゃ
う
ん
で
す
っ
て
！
さ

ら
に
、
顔
認
識
機
能
も
進

化
し
て
い
る
ら
し
い
。

ス
ナ
ッ
プ
撮
影
で
五
人

や
六
人
の
認
識
は
あ
た
り

前
。
一
五
人
ま
で
認
識
す

る
や
つ
が
あ
る
。
こ
の

頃
、
寝
そ
べ
っ
て
も
、
逆

さ
左
右
一
八
〇
度
の
位
置

で
も
認
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
だ
。
顔
認
識
技

術
は
大
し
た
も
の
だ
。
顔

認
識
機
能
は
、
顔
色
や
露

出
、
ピ
ン
ト
ま
で
合
わ
せ

る
優
れ
も
の
。

こ
れ
か
ら
で
き
そ
う
な

機
能
を
考
え
て
み
た
。
動

物
認
識
機
能
・
・
・
愛
猫

や
愛
犬
の
顔
、
キ
リ
ン
や

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
動
物
と

し
て
識
別
す
る
機
能
で
、

よ
り
動
物
ら
し
く
撮
る
モ

ー
ド
。
で
も
、
あ
る
時
あ

る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
聞
い

た
ら
（
冗
談
半
分
で
）
、

面
白
い
ア
イ
デ
ア
で
す

ね
。
と
言
わ
れ
た
。
現
在

は
人
間
の
顔
し
か
識
別
し

な
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
て
い
る
ら
し
い
。
で

も
、
待
て
よ
。
デ
ジ
カ
メ

を
向
け
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

切
れ
な
か
っ
た
ら
、
人
間

の
顔
と
識
別
し
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。

ま
し
て
や
、
動
物
モ
ー

ド
が
搭
載
さ
れ
て
、
奥
さ

ん
や
旦
那
に
デ
ジ
カ
メ
向

け
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
切
れ

た
ら
。
相
当
ヘ
コ
み
ま
す

よ
。
も
っ
と
ヘ
コ
む
の

は
、
自
分
の
顔
に
向
け
た

時
か
も
。
と
ほ
ほ
！
！

デ
ジ
カ
メ
は
ど
こ
ま
で
進

化
す
る
の
や
ら
。
（
た
の

し
み
、
た
の
し
み
、
お
お

コ
ワ
。
ブ
ル
ブ
ル
）

（
丸
山
慎
一
）

か
っ
て
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
恵
比
寿
工
場
跡
地
の
再
開

発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
モ
ダ

ン
な
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
の
一
角
に
、
東
京
都
写

真
美
術
館
が
あ
る
。
開
館
は

一
九
九
五
年
と
比
較
的
新
し

く
、
写
真
か
ら
映
画
ま
で
を

扱
い
、
多
彩
な
企
画
を
誇
る

日
本
初
の
写
真
・
映
像
の
専

門
文
化
施
設
で
あ
る
。

地
下
一
階
か
ら
三
階
ま
で

の
展
示
室
で
は
、
常
設
展
示

で
は
な
く
、
国
内
外
の
優
れ

た
作
品
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
の
企
画
展
示
が
な
さ
れ

て
い
る
。
特
に
モ
ノ
ク
ロ
写

真
の
展
示
に
接
す
る
機
会
も

多
く
、
二
〇
世
紀
を
象
徴
す

る
様
々
な
記
録
や
時
代
の
証

言
と
も
言
え
る
写
真
に

は

「
は
っ
！
」
と
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
映
像
ホ
ー
ル

で
は
通
常
目
に
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
映
画
に
出
会

え

る
。
四
階
に
は
図
書
室
が
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
写
真
集
な
ど

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
、
作
者
ご
と

の
検
索
や
代
表
作
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
ま
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
定

番
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
写
真

集
は
も
ち
ろ
ん
、
趣
向
に
富

ん
だ
様
々
の
グ
ッ
ズ
が
あ

り
、
覗
い
て
み
る
の
も
ま
た

楽
し
い
。

上
京
の
折
、
時
間
が
ゆ
る

せ
ば
立
ち
寄
っ
て
、
し
ば
し

異
文
化
に
浸
っ
て
み
る
価
値

は
あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｒ
恵
比
寿
駅

東
口
よ
り
徒
歩
約
一
〇
分
、

一
部
に
動
く
歩
道
も
備
わ
っ

て
い
る
。
料
金
は
各
展
示
ご

と
に
必
要
、
月
曜
休
館
。
問

い

合

わ

せ

、

03-
3
2
8
0
-

0
0
9
9

、

U
R
L
:
w
w
w
.

s
h
a
b
i
.
c
o
m

（
秋
葉
健
一
）

米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
は
北
は

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
コ

ロ
ラ
ド
州
に
接
し
、
南
は
隣

国
メ
キ
シ
コ
で
あ
る
。
国
境

に
近
い
、
ツ
ー
ソ
ン
に
あ
る

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
に
一
年
間
滞

在
し
た
。
一
年
三
〇
〇
日
は

快
晴
、
最
高
気
温
は
四
〇
度

を
越
え
る
サ
ボ
テ
ン
の
咲
く

乾
燥
地
帯
で
あ
る
。

大
学
に
は
創
造
写
真
美
術

館
が
あ
り
、
そ
こ
の
小
さ
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
は
二
週

間
ぐ
ら
い
で
変
わ
り
、
昼
休

み
に
よ
く
覗
い
て
み
た
。
抽

象
ア
ー
ト
に
も
似
た
作
品
が

多
く
、
首
を
ひ
ね
っ
た
も
の

で
あ
る
。

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
に
は
キ
ッ

ト
ピ
ー
ク
天
文
台
群
の
管
理

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
が
い
る
ほ
ど
の

天
文
学
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。

そ
こ
の
展
示
館
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
は
な
ん
と
ミ
ノ
ル
タ

製
な
の
に
驚
か
さ
れ
た
。
一

九
八
〇
年
当
時
、
写
真
店
は

コ
ダ
ッ
ク
の
フ
ィ
ル
ム
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
オ
レ
ン
ジ
色

が
目
立
っ
た
が
、
一
眼
レ
フ

の
コ
ー
ナ
は
、
ニ
コ
ン
、
キ

ャ
ノ
ン
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
日

本
製
で
あ
っ
た
。

ア

リ
ゾ
ナ

ハ
イ

ウ
ィ
ー

(

Ａ
Ｈ)

と
い

う
写
真
月
刊

誌
が
あ
り
、
こ
れ
は
豊
か
な

ア
リ
ゾ
ナ
の
風
景
を
写
し
た

も
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

ご
と
に
息
を
飲
む
よ
う
な
雄

大
な
風
景
に
驚
き
の
連
続
で

あ
り
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら

も
数
年
は
購
読
し
て
い
た
。

こ
れ
は
一
般
向
け
の
写
真
誌

で
あ
り
、
Ａ
Ｈ
の
写
真
は
質

が
高
く
、
こ
れ
に
載
る
こ
と

は
写
真
家
と
し
て
も
誇
り
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
発

行
さ
れ
る
写
真
集
は
市
民
に

も
親
し
ま
れ
、
特
に
カ
レ
ン

ダ
ー
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
定
番

で
あ
る
。

後
日
談
、
昨
年
秋
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
風
景
写
真
の
雑

誌
が
目
に
と
ま
り
買
い
求
め

た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
の

大
部
分
は
日
本
製
の
デ
ジ
カ

メ
で
あ
る
。
そ
し
て
Ａ
Ｈ
の

記
事
を
見
つ
け
、
あ
あ
、
ま

だ
あ
の
ア
リ
ゾ
ナ
の
写
真
誌

は
健
在
な
の
だ
と
嬉
し
く
思

っ
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
の
想
い
出

秋

葉

健

一

冬
の
裏
磐
梯
を
撮
る

写
真
美
術
館
め
ぐ
り

東
京
都
写
真
美
術
館

カ
メ

ラ
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
二
話

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
っ
て
ス
ゴ
イ
？

今
年
の
紅
葉
の
撮
影

は
い

か

が
で
し
た
か
。
そ
し

て
フ

ォ

ト
コ
ン
の
季
節
で
も

あ
り

ま

し
た
。
会
員
の
皆
様

の
作

品

を
拝
見
す
る
機
会
も

多
く

互

い
に
励
み
に
な
っ
た

こ
と

で

し
ょ
う
。
全
国
レ
ベ

ル
の

発

表
や
地
方
で
の
展
覧

会
な

ど

多
彩
で
す
が
、
上
位

入
賞

の

方
や
注
目
さ
れ
る
活

動
な

ど

を
、
季
報
に
て
紹
介

し
た

い

と
思
い
ま
す
。
情
報

を
お

持

ち
の
方
は
編
集
担
当

ま
で

連
絡
願
い
ま
す
。

さ
て
、
誰
で
も
行
っ

て
み

た

い
裏
磐
梯
を
は
じ
め

、
冬

な

ら
で
の
撮
影
こ
そ
東

北
の

会

員

の

特

権

で

も

あ

り

ま

す

。
準
備
を
し
っ
か
り

と
し

て

安
全
運
転
に
気
を
つ

け
れ

ば

、
気
軽
に
撮
影
を
楽

し
め

る
で
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
雪
の
舞
う

時
期

に

な
り
、
今
年
も
残
す

と
こ

ろ

一
月
余
り
で
新
年
度

に
入

り

ま
す
。
今
号
で
は
来

年
に

向

け
て
企
画
中
の
施
策

を
一

部

掲
載
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん

に

少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ

ば

と
役
員
・
幹
事
一
同

知
恵

を

絞

っ

て

進

め

て

お

り

ま

す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

季
報
は
第
六
号
に
な
り
ま
す

が

、
ま
だ
試
行
錯
誤
の

段
階

で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
試

み
を

し

な
が
ら
、
楽
し
め
て

役
立

つ

紙

面

を

目

指

し

て

い

ま

す

。
感
想
や
ご
希
望
、

そ
し

て

ユ
ニ
ー
ク
な
情
報
を

お
待

ち
し
ま
す
。

編
集
後
記

エッセイ

身代り
レ ン ズ

～写真美術館の予定～

12.13～2.4 甦る中山岩太

モダニズムの光と影

ランドスケープ柴田敏雄展

12.20～2.15 イマジネーション

視覚と知覚を越える旅

12.13～12.28 イタリアオペラ名作の森


